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【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
従
来
の

資
格
取
得
祝
金
制
度
を
改
定
し
、

名
称
も
新
た
に「
資
格
講
習
共
済
」

と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
4
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

従
来
の「
資
格
取
得
祝
金
制
度
」

の
資
格
対
象
を
広
げ
、
今
ま
で
給

付
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
資
格

を
対
象
に
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
講
習
も
技
術
セ
ン

タ
ー
以
外
の
講
習
や
35
歳
以
上
の

組
合
員
の
講
習
受
講
も
給
付
対
象

と
し
ま
し
た
。

主
な
制
度
改
定

の
ポ
イ
ン
ト

①
全
建
総
連
資
格
取
得
報
奨
金
・

資
格
取
得
祝
金
制
度
（
旧
制
度
）

と
の
整
合
性
を
持
た
せ
、
今
ま
で

給
付
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
資

格
を
給
付
対
象
に
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）
能
力
評
価

認
定
基
準
資
格
も
加
え
ま
し
た
。

②
給
付
区
分
を
細
分
化
。
3
0
0

0
円
、
5
0
0
0
円
、
1
0
0
0

0
円
と
し
ま
す
。

③
若
年
者
支
援
34
歳
以
下
組
合
員

の
資
格
取
得
支
援
と
し
て
1
0
0

0
円
上
乗
せ
し
ま
す
。

④
技
術
セ
ン
タ
ー
支
援
と
し
て
、

当
セ
ン
タ
ー
で
の
特
別
教
育
や
資

格
取
得
へ
1
0
0
0
円
上
乗
せ
し

ま
す
。

⑤
一
般
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調

査
者
を
祝
金
対
象
に
加
え
ま
し

た
。

⑥
今
ま
で
対
象
外
と
し
て
い
た
技

術
セ
ン
タ
ー
以
外
の
講
習
や
、
35

歳
以
上
の
組
合
員
の
講
習
受
講
も

対
象
と
し
給
付
範
囲
を
広
げ
ま
し

た
。

い
ず
れ
も
、
組
合
員
の
技
術
・

技
能
の
向
上
を
目
的
に
つ
く
ら
れ

た
制
度
で
す
。
大
い
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
資
格
は
申
請
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
資
格
証
や

修
了
証
の
写
し
を
添
え
て
、
支
部

を
通
じ
て
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

1
．
火
災
保
険
料
の
値
上
げ
↓
値

上
げ
幅
は
全
国
平
均
で
10
・
9
％

の
予
定

火
災
保
険
料
は
2
0
1
9
年
10

月
、
2
0
2
1
年
1
月
と
値
上
げ

さ
れ
、
今
回
の
値
上
げ
幅
は
近
年

一
番
大
き
な
値
上
げ
幅
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
保
険
も

2
0
1
7
年
、
2
0
1
9
年
、
2

0
2
1
年
と
値
上
げ
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

2
0
2
3
年
度
以
降
、
地
域
別

の
保
険
料
を
導
入
す
る
こ
と
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
浸
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
地
域
別
の
リ
ス
ク
の

大
小
を
保
険
料
に
反
映
さ
せ
る
計

画
で
、
企
業
向
け
に
は
、
河
川
の

近
く
な
ど
の
浸
水
リ
ス
ク
の
高
さ

に
応
じ
て
保
険
料
が
2
倍
程
度
、

個
人
向
け
も
1
・
5
倍
程
度
の
差

が
つ
く
見
通
し
の
よ
う
で
す
。

2
．
10
年
契
約
の
廃
止
、
最
長
契

約
が
5
年
に

割
安
と
い
わ
れ
た
10
年
の
契
約

期
間
は
廃
止
さ
れ
、
最
長
の
保
険

期
間
が
5
年
に
な
り
ま
す
。
契
約

期
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
、
割
引

率
を
高
く
設
定
し
た
安
い
掛
金
の

保
険
料
商
品
を
販
売
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
の
地
球
温
暖

化
に
よ
り
自
然
災
害
の
将
来
予
測

に
不
確
実
な
要
素
が
増
え
て
、
10

年
先
の
リ
ス
ク
予
測
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
よ

っ
て
は
、
値
上
げ
よ
り
も
こ
ち
ら

の
方
が
家
計
に
対
す
る
影
響
が
大

き
い
場
合
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
今
の
ま
ま

長
期
契
約
を
継
続
し
た
場
合
、
保

険
料
を
値
上
げ
し
た
と
し
て
も
収

支
の
改
善
に
時
間
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
。

3
．
災
害
以
外
の
家
財
補
償
、
自

己
負
担
額
を
大
幅
引
き
上
げ
10
月

か
ら
5
万
円
に

損
害
保
険
大
手
4
社
は
火
災
保

険
の
家
財
補
償
に
つ
い
て
、
今
年

10
月
か
ら
契
約
者
の
自
己
負
担
額

の
最
低
金
額
を
引
き
上
げ
る
予
定

で
す
。
日
常
生
活
の
事
故
に
よ
る

破
損
や
、
給
水
管
の
破
裂
に
よ
る

家
財
の
水
浸
な
ど
の
被
害
に
対
し

て
は
、
自
己
負
担
額
が
5
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

契
約
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

4
．
組
合
の
自
主
共
済
制
度
の
優

位
性
を
広
げ
る
対
話
活
動
を

組
合
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
組

織
拡
大
強
化
活
動
に
ど
け
ん
火
災

・
地
震
共
済
の
加
入
促
進
を
中
心

に
し
た
、
組
合
の
共
済
制
度
を
紹

介
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
の
秋
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
行
な
い
以
下

の
優
位
性
を
紹
介
す
る
「
対
話
に

よ
る
共
済
推
進
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
加
入
し
て
い
た
火
災
保
険
が
驚
く
ほ
ど
高
く
な
る
の
で
土
建
に
切
り
替
え
ま
す
」
と
い
う
声
が
昨

年
秋
ご
ろ
か
ら
共
済
会
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
損
害
保
険
各
社
は
、
東
日
本
大
震
災
以

後
の
台
風
や
豪
雨
被
害
に
よ
る
保
険
金
支
払
額
の
高
額
化
に
よ
り
経
営
が
悪
化
、
こ
の
間
数
回
に
わ
た

り
保
険
料
の
改
定
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
の
自
然
災
害
に
伴
う
支
払
額
は
、
過
去
最

大
の
約
1
・
5
兆
円
（
地
震
被
害
除
く
）
、
2
0
1
9
年
度
も
1
兆
円
を
上
回
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
10
月
も
火
災
保
険
の
制
度
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
ど
け
ん
火
災

共
済
の
優
位
性
を
見
て
い
き
ま
す
。

①
1
9
9
9
年
9
月
以
来
、
変
わ

ら
な
い
安
い
掛
金

組
合
の
共
済
活
動
は
、
仲
間
ど

う
し
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
組
合

運
動
そ
の
も
の
で
す
。
産
業
と
地

域
に
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
強
大

な
組
合
づ
く
り
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
活
動
で
す
。
掛
け

金
の
半
分
を
上
回
る
給
付
予
算
や

制
度
運
営
に
必
要
な
経
費
と
組
合

共
済
制
度
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う

な
財
政
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
損
害
保
険
会
社
の
よ
う
に
営

利
目
的
で
は
な
い
の
で
、
1
9
9

9
年
9
月
の
制
度
発
足
以
来
一
度

も
掛
け
金
の
値
上
げ
を
行
な
わ
ず

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
保
障

額
10
万
円
当
た
り
の
掛
金
が
、
木

造
で
火
災
共
済
60
円
／
口
、
地
震

共
済
3
3
0
円
で
す
。

②
運
営
の
透
明
性
と
加
入
者
の
要

望
に
応
え
る
た
め
に
1
年
ご
と
に

運
営ど

け
ん
火
災
・
地
震
共
済
の
補

償
期
間
は
、
会
計
年
度
と
一
緒
で

1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1
年
間
と

し
て
い
ま
す
。
組
合
活
動
と
同
じ

1
年
ご
と
の
収
支
報
告
や
制
度
運

営
の
総
括
、
制
度
改
定
も
行
な
い

外
部
か
ら
の
干
渉
を
受
け
ず
主
体

的
で
自
主
的
な
運
営
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

③
給
付
を
受
け
る
際
の
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん

ど
け
ん
火
災
共
済
で
は
給
付
金

の
自
己
負
担
額
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
。
組
織
の
確
立
強
化
と
組
合
員

の
生
活
再
建
の
支
援
を
目
的
と
し

て
い
る
自
主
共
済
制
度
の
優
位
性

で
す
。
※
第
三
者
か
ら
の
直
接
加

害
行
為
に
よ
る
被
害
は
、
1
万
円

以
上
を
給
付
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

④
そ
の
他
の
優
位
性

⑴
66
％
の
被
災
で
全
焼
保
障

ど
け
ん
火
災
共
済
は
66
％
以
上

の
被
災
で
全
焼
給
付
と
し
て
い
ま

す
。
特
約
な
ど
に
よ
る
違
い
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
共

済
や
保
険
で
は
70
〜
80
％
以
上
の

被
災
を
対
象
に
し
て
い
る
制
度
が

ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。

⑵
幅
広
い
保
障

火
災
な
ど
に
よ
る
損
害
に
加

え
、
①
破
裂
、
爆
発
に
よ
る
損
害

②
落
雷
に
よ
る
損
害
③
車
両
の
突

入
に
よ
る
損
害
④
自
然
災
害
に
よ

る
損
害
な
ど
を
給
付
の
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

⑶
他
の
制
度
の
劣
ら
ぬ
自
然
災
害

の
上
限
額

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
自
然
災

害
で
の
全
壊
被
害
は
4
5
0
万

円
。
大
規
模
半
壊
は
2
5
0
万
円

を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

⑷
地
震
共
済
に
仮
払
い
制
度
が
あ

り
ま
す

自
治
体
の
罹
災
証
明
の
発
行
に

時
間
が
か
か
る
場
合
、
応
急
危
険

度
判
定
（
赤
色
：
危
険
、
黄
色
：

要
注
意
）
に
よ
り
、
一
部
損
壊
基

準
の
金
額
で
仮
払
い
を
行
な
い
ま

す
。

⑸
加
入
時
に
満
額
加
入
し
な
く
て

も
給
付
時
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん

ど
け
ん
火
災
共
は
、
加
入
時
に

満
額
は
い
ら
な
く
て
も
契
約
し
た

補
償
額
ま
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

●
仲
間
の
助
け
合
い
制
度
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
よ
う

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
火
災
被

害
以
外
の
自
然
災
害
、
漏
水
、
第

三
者
加
害
行
為
な
ど
、
幅
広
い
被

害
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
多
発

す
る
大
雨
・
暴
風
雨
被
害
に
あ
っ

た
組
合
員
の
生
活
再
建
に
、
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
共
済
制
度
で

す
。
仲
間
同
士
の
助
け
合
い
制
度

を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た

め
、
多
く
の
組
合
員
の
ご
協
力
と

制
度
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
間
損
保
は
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

組
合
共
済
の
優
位
性
高
ま
る

２３
年
間
値
上
げ
な
し

大
切
な
助
け
合
い
の
制
度

対
象
拡
げ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

資
格
講
習
共
済
の
活
用
を

求

人

求

職


